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日本学術会議主催シンポジウム 
「災害軽減と持続的社会の形成に向けた科学と社会の協働・協創」 
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構成  

1.短期的な土壌危機（事故・災害など） 

2.長期的な土壌危機（認識されにくい） 

3.健康な土壌・健康でない土壌 

4.協働・協創を作りあげるには？ 



１．短期的土壌危機 

• 地震による液状化 

• 津波・高潮の陸地への侵入 

• 斜面崩壊 

• 地すべり（やや長期的） 

• 人為的汚染（油、放射能、化学物質、重金属、
病原菌などによる。場合によっては長期的。） 

• 火山噴火 

• 地盤沈下（地震に伴う） 

 



2000年8月10日の三宅島大噴火。全島避難命令が出され、2005年に避難解除。 
撮影は2004年、調査のため特別に立入り。 



2011年3月 
放射能汚染 
健康な土壌が損なわれた 



短期的土壌危機 対    策 

液状化 地下排水、地盤工学的対策 

津波・高潮 除塩、排土、客土 

斜面崩壊 危険斜面の予測、斜面安定工法 

地すべり 地下排水、予測 

土壌汚染 除染、排土、客土 

噴火 避難、監視、予測 

地盤沈下 客土、現場の対処 



問題点 

• 激しい集中豪雨や巨大地震などによる土壌
危機は、予測が難しい。 

• 大災害の教訓が風化しやすい（何が起きたか
分からず、正確な記録が難しい）。 

• 土壌汚染対策法では単元調査法が行われて
いない。 

 

 

 
単元調査法：自然由来および人為由来の土層構成ごと

に地中情報を測定、観測する精密調査法。 
無単元調査法：土壌データを等間隔一律の測定法。 



構成  

1.短期的な土壌危機（事故・災害など） 

2.長期的な土壌危機（認識されにくい） 

3.健康な土壌・健康でない土壌 

4.協働・協創を作りあげるには？ 



２．慢性的・長期的な土壌危機 

• 排水不良 

• 塩類集積 

• 重金属汚染（自然由来、有楽町層） 

• 温暖化、乾燥化、砂漠化 

• 土壌侵食（水食・風食）の累積 

• 有機物含有量の減少 

• 無機栄養成分の過剰や不足 

• 固結化、過剰な圧縮 

• 扱いにくい粘質土 



Soil investigation in Dhraa Tammar, Tunisia 

12 



中国東北部（安達）の塩類集積 

13 土壌のpHは9～10、化学成分はNaがほとんどで、CaとMgが少量。 



アメリカ・アリゾナ州、 
2011年７月５日発生の砂嵐（高さ1500m） 

14 
中国ゴビ砂漠の砂嵐 2010年、毎年3月～5月に多発 

1935年テキサス州スタートフォードの 
ダストボール 2005年4月26日イラクの砂嵐 すさまじい風食 

大規模単作農地において、収穫後の裸地土壌が乾燥した風 
にあおられて空中に巻き上げられ、ダストボールが発生した。 


